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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善するなど、景気は緩やかな回復基調で

推移しているものの、米国の金融政策正常化の影響や中国をはじめとするアジア新興国等の先行き懸念など海外経

済の不確実性の高まりに加え、為替・株価動向など不透明な状況が続いております。 

 当社グループの主要販売先である外食産業におきましては、消費者の節約志向・低価格志向は根強く、さらに人

手不足による人件費の上昇などにより、厳しい経営環境が継続しております。 

 このような環境のなか、当社グループでは業務用食品等の卸売事業である「外商事業」において、新規開拓の強

化に加え、既存得意先との取引拡大や前連結会計年度に獲得した新規得意先が寄与し、売上が伸長いたしました。

また、業務用食品等の小売事業である「アミカ事業」において、品揃えの充実化や営業活動の強化など、来店客数

の増加に向けた取り組みを進めてまいりました。 

 両事業におきましては、収益性の向上を図るため、当社プライベートブランド商品や業務用食品販売事業者の共

同オリジナルブランド商品の販売強化と全社的な業務の効率化を継続して行ってまいりました。 

 さらに、水産品の卸売事業である「水産品事業」では、連結子会社である株式会社マリンデリカにおいて、既存

得意先との深耕を図るとともに、新規得意先の開拓など販路の拡大に取り組んでまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は273億66百万円（前年同期比4.9％増）、営業利益につきまして

は、アミカ店舗のＬＥＤ照明導入に伴い一般管理費が増加したこと等により２億68百万円（前年同期比11.1％

減）、経常利益は２億81百万円（前年同期比9.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億52百万円（前

年同期比32.7％増）となりました。 

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

（外商事業） 

 当事業におきましては、商品提案会を実施するなど、既存得意先との深耕に努めるとともに、大手外食チェーン

やホテル、レストランなど多様な外食産業に対する新規開拓に注力してまいりました。また、提案型営業を強化す

るため商品知識の向上に取り組むほか、業務の効率化による人件費の削減や物流費をはじめとした経費の抑制に取

り組み、収益性の向上を図ってまいりました。 

 この結果、外商事業の売上高は175億97百万円（前年同期比7.7％増）となり、営業利益は１億31百万円（前年同

期比102.8％増）となりました。 

 

（アミカ事業）

 当事業におきましては、それぞれの店舗において、品揃えの充実やメーカーフェアー等の販売施策の展開、近隣

飲食店等への営業活動の強化などに注力したことに加え、前連結会計年度に開設した新規店舗や、ネットショップ

が寄与し、売上が伸長いたしました。 

 この結果、アミカ事業の売上高は89億45百万円（前年同期比0.6％増）となり、営業利益は６億73百万円（前年

同期比1.8％減）となりました。 

 なお、当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、愛知県・岐阜県を中心として42店舗であります。 

 

（水産品事業） 

 当事業におきましては、連結子会社である株式会社マリンデリカにおいて、大手水産会社をはじめとする既存得

意先との深耕を図るとともに、海外を含めた新規得意先の開拓など、国内外への販路拡大に努めてまいりました。

また、外商事業及びアミカ事業との連携を図り、当社グループの水産品ラインナップ強化を推進してまいりまし

た。 

 この結果、水産品事業の売上高は８億66百万円（前年同期比4.0％減）となり、営業損失は71百万円（前年同期

は営業損失23百万円）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末の資産残高につきましては、前連結会計年度末と比較して商品が２億50百万円減少

したこと等により、流動資産は全体で３億18百万円減少しました。一方固定資産は、建物及び構築物が99百万円減

少したものの、投資有価証券が１億39百万円増加したこと等により、全体で46百万円増加しました。その結果、資

産総額は前連結会計年度末と比較して２億72百万円減少し、173億４百万円となりました。 

（負債） 

 負債残高につきましては、前連結会計年度末と比較して支払手形及び買掛金が４億36百万円増加したこと等によ

り、流動負債が全体で４億２百万円増加しました。一方固定負債は、長期借入金が８億52百万円減少したこと等に

より、全体で８億29百万円減少しました。その結果、負債総額は、前連結会計年度末と比較して４億27百万円減少

し、147億32百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産残高につきましては、前連結会計年度末と比較して利益剰余金が１億17百万円増加したこと等により、１

億54百万円増加し、25億72百万円となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における営業活動によるキャッシュ・フローは13億47百万円の収入となりました。

これは、税金等調整前四半期純利益２億81百万円、減価償却費２億23百万円の計上、たな卸資産の減少２億48百万

円、仕入債務の増加４億36百万円等によるものであります。

 投資活動によるキャッシュ・フローは２億32百万円の支出となりました。これは、有形固定資産の取得による支

出１億11百万円、投資有価証券の取得による支出１億６百万円等によるものであります。

 財務活動によるキャッシュ・フローは９億86百万円の支出となりました。これは、長期借入金の返済による支出

10億72百万円等によるものであります。

 これらに換算差額を合わせた結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ１億28百万円増加し、２億94

百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年５月期の連結業績予想につきましては、平成28年12月22日に公表しました業績予想に修正はございませ

ん。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 265,638 394,462 

受取手形及び売掛金 5,131,978 4,927,088 

有価証券 － 10,008 

商品 3,558,744 3,308,348 

貯蔵品 14,859 16,458 

繰延税金資産 99,748 92,262 

その他 793,841 796,570 

貸倒引当金 △7,508 △6,862 

流動資産合計 9,857,302 9,538,337 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,593,508 3,494,033 

その他（純額） 1,269,950 1,306,618 

有形固定資産合計 4,863,458 4,800,651 

無形固定資産 52,207 46,097 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,146,590 1,286,236 

その他 2,132,557 2,107,620 

貸倒引当金 △474,821 △474,031 

投資その他の資産合計 2,804,325 2,919,825 

固定資産合計 7,719,990 7,766,574 

資産合計 17,577,293 17,304,911 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年11月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,446,649 5,882,758 

短期借入金 1,559,000 1,703,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,045,252 1,824,864 

未払法人税等 228,186 150,091 

賞与引当金 187,529 191,026 

ポイント引当金 17,358 18,073 

その他 858,369 974,633 

流動負債合計 10,342,344 10,744,447 

固定負債    

長期借入金 3,586,374 2,734,017 

役員退職慰労引当金 193,229 205,526 

退職給付に係る負債 314,550 324,622 

資産除去債務 274,271 277,049 

その他 448,949 446,888 

固定負債合計 4,817,374 3,988,104 

負債合計 15,159,719 14,732,551 

純資産の部    

株主資本    

資本金 475,032 475,032 

資本剰余金 378,830 378,830 

利益剰余金 1,563,759 1,680,884 

自己株式 △33,901 △33,901 

株主資本合計 2,383,720 2,500,845 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 59,927 92,639 

繰延ヘッジ損益 － 548 

退職給付に係る調整累計額 △26,073 △21,673 

その他の包括利益累計額合計 33,853 71,514 

純資産合計 2,417,573 2,572,359 

負債純資産合計 17,577,293 17,304,911 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年11月30日) 

売上高 26,086,724 27,366,901 

売上原価 21,155,974 22,268,457 

売上総利益 4,930,750 5,098,444 

販売費及び一般管理費 4,628,477 4,829,854 

営業利益 302,272 268,590 

営業外収益    

受取利息 17,607 6,831 

受取配当金 5,304 6,042 

受取賃貸料 40,145 40,411 

受取手数料 10,334 10,461 

その他 11,021 12,012 

営業外収益合計 84,412 75,757 

営業外費用    

支払利息 35,720 17,706 

賃貸費用 37,587 36,790 

固定資産除売却損 749 3,503 

その他 2,147 4,825 

営業外費用合計 76,204 62,826 

経常利益 310,480 281,521 

特別利益    

会員権売却益 870 － 

特別利益合計 870 － 

特別損失    

減損損失 99,110 － 

店舗閉鎖損失 7,200 － 

特別損失合計 106,310 － 

税金等調整前四半期純利益 205,039 281,521 

法人税、住民税及び事業税 128,417 121,243 

法人税等調整額 △38,378 7,623 

法人税等合計 90,039 128,866 

四半期純利益 115,000 152,654 

親会社株主に帰属する四半期純利益 115,000 152,654 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年11月30日) 

四半期純利益 115,000 152,654 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 21,324 32,711 

繰延ヘッジ損益 △3,096 548 

退職給付に係る調整額 3,053 4,400 

その他の包括利益合計 21,281 37,660 

四半期包括利益 136,282 190,315 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 136,282 190,315 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 205,039 281,521 

減価償却費 231,977 223,754 

減損損失 99,110 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,220 △1,436 

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,973 3,496 

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,816 715 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,935 12,296 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,262 16,351 

受取利息及び受取配当金 △22,911 △12,873 

支払利息 35,720 17,706 

固定資産除売却損益（△は益） 749 3,503 

売上債権の増減額（△は増加） 225,321 204,890 

たな卸資産の増減額（△は増加） △185,343 248,797 

仕入債務の増減額（△は減少） 363,561 436,109 

未払消費税等の増減額（△は減少） △37,670 4,493 

その他 △82,432 106,735 

小計 871,889 1,546,063 

利息及び配当金の受取額 6,123 7,320 

利息の支払額 △19,284 △13,586 

法人税等の支払額 △172,006 △192,253 

営業活動によるキャッシュ・フロー 686,722 1,347,544 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △147,528 △111,868 

無形固定資産の取得による支出 △25,354 △3,874 

投資有価証券の取得による支出 △14,082 △106,511 

敷金及び保証金の差入による支出 － △17,945 

その他 △101,829 8,122 

投資活動によるキャッシュ・フロー △288,795 △232,078 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,118,400 144,000 

長期借入れによる収入 1,500,000 － 

長期借入金の返済による支出 △1,115,248 △1,072,745 

配当金の支払額 △29,834 △35,456 

その他 △20,328 △22,279 

財務活動によるキャッシュ・フロー △783,811 △986,481 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △37 △161 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △385,922 128,823 

現金及び現金同等物の期首残高 1,035,443 165,638 

現金及び現金同等物の四半期末残高 649,521 294,462 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年６月１日 至平成27年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２   外商事業 アミカ事業 水産品事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 16,335,776 8,880,973 869,974 26,086,724 － 26,086,724 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
22 7,601 33,135 40,759 △40,759 － 

計 16,335,799 8,888,574 903,109 26,127,483 △40,759 26,086,724 

セグメント利益又は 

損失（△） 
64,764 685,292 △23,643 726,413 △424,140 302,272 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△424,140千円は、当社の本社経費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 外商事業セグメント及びアミカ事業セグメントにおいて、減損損失を計上しております。なお、当該減

損損失の計上額は、当第２四半期連結会計期間において99,110千円（外商事業セグメント65,291千円、ア

ミカ事業セグメント33,819千円）であります。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年６月１日 至平成28年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他
（注）１ 

調整額 

（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３ 
  外商事業 アミカ事業 水産品事業 合計 

売上高              

外部顧客への売上高 17,596,538 8,935,195 826,805 27,358,539 8,362 － 27,366,901 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
581 9,950 40,187 50,719 － △50,719 － 

計 17,597,120 8,945,145 866,993 27,409,259 8,362 △50,719 27,366,901 

セグメント利益又は 

損失（△） 
131,334 673,101 △71,307 733,128 456 △464,995 268,590 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△464,995千円は、当社の本社経費等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な事項はありません。 
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